
令和４年版

観光白書



お問い合わせ先
　内容等についてお気づきの点がございましたら、下記までご連絡ください。

　〒100-8918
　東京都千代田区霞が関２丁目１番地２号
　観光庁観光戦略課観光統計調査室
　電話03-5253-8325（直通）
　観光庁ホームページ　https://www.mlit.go.jp/kankocho/



観光白書は1963年（昭和38年）に制定された観光基本法に基づき、翌年1964年（昭和39年）４月
に初めて作成された。現在は、2006年（平成18年）に制定された観光立国推進基本法に基づいて作
成されており、令和４年版観光白書は、通算で第59号となる。

2021年（令和３年）を振り返ると、2020年（令和２年）１月以降、新型コロナウイルス感染症の世
界的な拡大によりインバウンド需要はほぼ消滅し、度重なる緊急事態宣言やまん延防止等重点措置
による行動制限に伴い国内旅行も大きく減少するなど、観光関連産業に甚大な影響を与えた。その
ような中で、2020年東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会が一年の延期を経
て開催された。

本年の白書では、新型コロナウイルス感染症の拡大により観光関連産業が直面する厳しい状況に
ついて、企業経営や雇用に関する統計データを用いて多角的な分析を行った。
また、マイクロツーリズム（近隣地域内での観光）の進展など国内旅行市場で起きた環境変化や、
ワーケーション、「第２のふるさとづくり」（何度も地域に通う旅、帰る旅）など新たな交流市場の開
拓への取組、ポストコロナに向けて高まる持続可能な観光の重要性について、統計や各種調査、事
例を基に分析を行った。

さらに、低い生産性やデジタル化の遅れなど観光産業が抱える構造的な課題を分析し、観光産業
や観光地の再生・高付加価値化とデジタル実装など、成長と分配の好循環の実現に向けた施策につ
いて報告している。

観光の回復とともに、さらなる地方創生への貢献という観点から、より多くの人に地方を訪れて
もらうきっかけを作り、より多くの観光消費をしてもらい、再びその地方を訪れてもらう、という
好循環の実現に向け、政府・民間、地域が一体となって取り組むにあたり、本白書の分析がその一
助となれば幸いである。
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関東 茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県
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四国 徳島県、香川県、愛媛県、高知県

九州 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県

沖縄 沖縄県
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